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平成２９年 ７月１８日 

                          国立大学法人帯広畜産大学 

 

 

ちくだいらんぷ事業「キックオフミーティング」の開催について 

 

 

  帯広畜産大学の学生が中心となって帯広市中心部を舞台に、十勝地域の企業、住民な

どと連携し、世代や地域、国を超えて人々が出会い、学びあう「学びあいのコミュニテ

ィ」活動をとおして、地域の活性化を図ることを目的として「十勝カレッジ SILO」の事

業を進めてきました。 

 今年度から、より学生主体の活動に転換すべく、事業名称も学生自ら考えた「ちくだ

いらんぷ」に変更し、事業を引き継ぐことになりました。 

 このたび、本事業のプロジェクトを始動するにあたり、アドバイザーと学生の顔合わ

せの場としてキックオフミーティングを開催しますのでお知らせいたします。 

 つきましては、当日の取材方よろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

 

     日 時：平成２９年７月２１日（金）１８：００から 

     場 所：「ちくだいらんぷ」まちなかオフィス 

         帯広市大通南１１丁目 TRAD 十勝ビル ４階 
 

 

【お問い合わせ先】 

 国立大学法人帯広畜産大学  

学生支援課長 牧 祐紀夫 

  電話：０１５５－４９－５３０６  

 E-mail：lamp@obihiro.ac.jp 



学生主体の中心市街地活性化事業「ちくだいらんぷ」

中心市街地の活性化
若者が企画する事業をまちなか
を中心に実現することで、若者
目線による魅力と賑わいを創出

学生と企業家との交流機会の創出
学生が地域の企業家と交流機会を持つことで、
地域企業への愛着と信頼関係の醸成がすすみ、
学生の地元企業への就職・定着が促進

学生の学習機会・環境の創出
これまでの学習環境に加え、中心市街地を
新たな学びの場とすることで、本学の教育
目標である「農場から食卓まで」を達成

学生が中心市街地活性化のために
企画立案したプロジェクトを、

地域・帯広市・帯広畜産大学の協力のもと実現

限られた学習環境
大学周辺・農畜産現場を中心に活動す
る学生に、新たな学習環境を提供

中心市街地の空洞化
大型店の郊外立地などにより空洞化が進む
中心市街地に、魅力と賑わいを取り戻す

■まちなか活性化プロジェクト ■まちなか講演会プロジェクト

ちくだいらんぷ
アドバイザー
若手~中堅の社会人が
下記により学生企画を
外部からサポート

■学生企画の評価
■学生へのアドバイス
■学生に事業の要望
■講演者の紹介

帯広畜産大学

帯広畜産大学教職員が、
各プロジェクト実現を
内部からバックアップ

■事業実施の助言
■専門知識を生かして
事業を高付加価値化

■大学内外での調整を
サポート

中心市街地での
学生活動推進により
双方の課題を解決

内
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か
ら
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学生が企画・立案した事業を実
施することでまちなかを魅力的
にする

まちなかの活性化のために，学
生が学びたいと考えるその分野
で活躍しているひとを招聘する

☆選出候補団体

●帯広商工会議所
●帯広信用金庫
●中小企業家同友会
●帯広市

他

●学生・課外活動支援室
●学生支援課
●国際・地域連携課
●その他協力教職員
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